
様式第３号 

令和４年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 81 学 校 名 
静岡県立浜名高等学校 

（定時制） 
校 長 名 山崎 仁資 

本年度の取り組み（重点項目はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

教務 

研修 

図書 

管理職 

基礎学力の

定着を実感

する授業の

実践と支援

体制の確立 

・「授業を通して新し

い知識が身について

いる」生徒 80％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 91.8％。 
Ａ 

 昨年度よりも 13.5%の増加

がみられた。「テストで納得で

きる点数が取れている」と回

答した生徒も 80%を超えてお

り、授業での理解に手応えを

感じているのではないか。生

徒の能力や資質は多様なた

め、個別の対応を充実してい

く必要がある。 

・「授業に積極的に取

り組んでいる」生徒

80％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 93.8％。 
Ａ 

 昨年度よりも10％の増加が

みられた。スマートフォンの

扱いを定めたことにより、授

業への集中度が高まったと考

えられる。テスト直前の積極

的な取り組みを、普段から継

続していけるような雰囲気づ

くりが必要である。 

・「質問には丁寧に応

じてくれる」生徒 80%

以上。 

「あてはまると回答

した生徒 94.8％。 
Ａ 

 生徒が理解するまで丁寧に

説明をするよう心掛けてい

る。質問をしてくる生徒の数

は増加していると感じる。生

徒が疑問を感じる内容は多様

であり、質問者がさらに増加

した場合の対策を考えねばな

らない。 

・生徒の実態に合わせ

た学び直しの授業を

し て い る 教 職 員

100％。 

「あてはまる」と回

答 し た 教 職 員

62.5％。 

Ｂ 

 基礎基本の定着を目指して

の学び直しや、新しい学習内

容の理解を深めるための学び

直しなど、目的に応じた取り

扱いができている。 

しかし、学習指導要領に則

った教科指導と、個々の習熟

度を考慮しながらの学び直し

を両立する事は困難であり、

カリキュラムの見直しも視野

に入れる必要がある。 

・「授業の内容、説明

が分かりやすい」生徒

80％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 94.9％。 
Ａ 

 １年生はタブレットを活用

しての授業を展開している。

来年度からは全学年が活用す

ることとなる。さらなる工夫

を重ねて、生徒の理解を深め

ていきたい。 



様式第３号 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

・検定合格者・資格取

得者が延べ 120 人以

上。 

・日本語ﾜｰﾌﾟﾛ 11人 

・情報処理  ８人 

（･簿記検定２月実施） 

・日本語能力 13人 

    合計 32人 

Ｂ 

 商業科にて授業内容を改善

し、受検する資格を精選した

結果、合格者数は大きく減少

した。 

日本語能力試験は、受験料

の補助制度がなくなり、受検

者数の大幅な減少が危惧され

たが、積極的なチャレンジが

見られた。 

・外国籍生徒を対象と

した支援プログラム

の実施３回以上。 

外国人生徒みらいサ

ポート事業での支援

２回実施。 

外国人生徒支援事業

で、タガログ語支援

員とポルトガル語支

援員に、年間を通じ

て始業前の個別支援

を実施。 

Ｂ 

 12月初旬に行われた日本語

能力試験に向けての対策は非

常に効果的であり、合格に大

きく貢献した。 

また、外国人生徒支援員に

よる個別支援は、日本語能力

の向上だけでなく、母語で自

分の気持ちを聞いてくれる存

在として生徒の精神面的な安

定にも繋がった。 

・「日々の仕事にやり

がいを感じる」支援員

100%。 

「日々の仕事にやり

がいを感じる」と答

えた支援員 100％。 

Ａ 

 定時制生徒支援員には個別

の学び直しや日本語能力試験

への対応も依頼し、成果を上

げた。またブラジル人生徒の

増加に伴い、年間を通じてポ

ルトガル語支援員を依頼し、

精神面のケアーにも効果があ

った。 

生徒 

教務 

保健 

社会生活に

適応する生

活習慣の確

立 

・「授業」の場を活用

し、社会生活への適応

に関するルールやマ

ナーを伝える教員

100%。 

全ての教員が「授業」

の場を活用し、社会

生活への適応に関す

るルールやマナーを

伝えた。 

Ａ 

 生徒が自分の生活に結び付

け、ルールやマナーの意義を

理解できるよう工夫しながら

働きかけ続ける必要がある。

学校全体としての雰囲気を変

えていけるよう、粘り強く指

導していかねばならない。 

・「出席率」90%以上、

「遅刻率」10%以下、

「早退率」1.0%以下。 

・出席率 96.1％ 

・遅刻率 11.9％ 

・早退率  1.1％ 

Ｂ 

 ２学期から遅刻が増加し始

め、有効な対策を講じること

ができなかった。 

出席率は昨年と同じで高い

い割合である。学校に目が向

いている生徒が多いことや、

長期欠席者が不在であったこ

とは良かった。 

・社会生活のルールや

マナーに関する全校

集会等での話、年間で

６回以上。 

始業式や終業式、臨

時の全校集会等にお

いて、現状を踏まえ

て必要であると思わ

れる内容を伝えるこ

とができた。 

Ａ 

 集会等で、話を聞く姿勢が

できているため、理解はさせ

ることができたとは思うが、

遅刻や欠席については行動に

繋げさせることが難しかっ

た。 



様式第３号 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

また、授業中の帽子やフー

ドの着用など、伝え続けない

と守れなくなるという現状が

ある。 

・管理職及び職員によ

る、登校時「呼びかけ

運動」の原則毎日実

施。 

 ほぼ毎日、昇降口

や廊下に職員が出て

呼びかけ運動を行っ

た。 

Ａ 

 昇降口外側での挨拶、廊下

での手洗いや手指消毒の声掛

け、門付近での交通指導など、

登校時に複数の職員が様々な

場所で声掛けし、コミュニケ

ーションをとった。生徒の様

子も把握でき、生徒理解につ

ながった。 

・生徒の交通事故及び

問題行動、年間 10 件

以内。 

・交通事故 ６件 

・問題行動 ３件 

   合計 ９件 

Ｂ 

 不注意による交通事故が立

て続けに起きた時期があっ

た。自分の行動をコントロー

ルすることや、自分の行動に

責任を持つことなどを呼びか

けていく必要がある。 

教務 

生徒 

進路 

保健 

研修 

充実した学

校生活を通

した健全な

心と体の育

成 

・遠足、体育大会、修

学旅行、ボウリング大

会等、行事への出席率

が 85％以上。 

・遠足     97.1％ 

・体育大会   96.1％ 

・ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会 97.3％ 

・修学旅行   96.1％ 

・かるた大会  95.0％ 

・合同文化祭 95.0％ 

Ａ 

 行事に対して非常に高い出

席率であった。行事を楽しみ

にしている生徒も多く、メリ

ハリのある学校生活に結びつ

いていると感じる。さらに魅

力的な行事となるよう、工夫

を凝らしていきたい。 

・「グッドマナー教

室」、「薬学講座」、「性

教育講座」「福祉講座」

等、外部講師による講

座を年５回以上実施。 

「ピアサポート」「グ

ッドマナー教室」「ス

マホ・ケータイ教室」

「食育講座」「薬学講

座」「性教育講座」「主

権者教育」「租税教

室」「福祉講座」等を

実施した。 

Ａ 

 高校生として、社会人とし

て必要となる資質を高めるた

めの講座を、外部の専門家を

招いて開催することができ

た。難しい内容は理解できな

い生徒もいるため、事前に本

校定時制の生徒の様子を講師

に知らせ、内容や伝え方など

を工夫してもらう必要があ

る。 

・「浜名高校に入学し

てよかったと思う」生

徒 85％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 94.9％。 
Ａ 

 多くの生徒から肯定的な回

答を得られたことは非常にあ

りがたい。学校に自分の居場

所があり、安心して登校して

来られる学校であり続けられ

るように努めなければならな

い。 

・「学校行事が充実し

ている」生徒 85％以

上。保護者 85％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒」89.7％、

保護者 95.7％。 

Ａ 

 感染症拡大防止のために規

模縮小をせざるを得なかった

行事もあり、残念であった。 

行事の内容においては、前

年度踏襲にこだわらず、さら

に充実した内容になるよう検



様式第３号 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

討を重ねたい。 

・「進路指導がしっか

りされている」生徒

80％以上。保護者 85％

以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 92.8％、

保護者 92.8％。 

Ａ 

 今年度より求人票検索シス

テム Handy を導入、浜松商工

会議所と連携して採用担当と

の対話、企業見学を実施した。 

入学時当初からの進路実現

を見据えた指導に、生徒たち

も当事者意識を持って取り組

み、保護者にも伝わっている

ためだと感じる。 

進路先として派遣社員を選

ぶ外国籍生徒が多い状況は変

わらなかった。 

・「自分には良いとこ

ろがある」生徒 80％以

上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 81.6％。 
Ａ 

 生徒が自己肯定感を高める

ためにも、積極的にコミュニ

ケーションをとり、行動や存

在を認めるメッセージを送り

続ける必要がある。 

また精神的に不安定で生き

ることにも不安を抱えている

生徒に対しても、教員が背中

を押せるような存在であるよ

う、日々、関わり続けていき

たい。 

・「学校に信頼できる

先生がいる」生徒 80％

以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 90.7％。 
Ａ 

 教員が個々の生徒の様々な

困り感を把握し、細やかに対

応できている結果であると感

じる。今年度から配置された

スクールソーシャルワーカー

の存在は非常に大きいもので

あった。 

・「いじめに遭ったり

見たりしたことがあ

る」生徒０％ 

「あてはまる」と回

答した生徒０％。 
Ａ 

 これまでの成育環境だけで

なく、現在の家庭環境や職場

環境においても多くのストレ

スを抱えている生徒は少なく

ない。不安定な精神状態が他

者攻撃につながらぬよう、い

じめ防止に関する内容をＨＲ

活動等で取り上げる必要があ

る。 

・健康診断後の治療率

の向上 

健康診断後の治癒率

は 19.5％。 
Ｂ 

 治癒率は昨年度よりもわず

かに向上したが、８割以上の

生徒が健康診断の結果を生か

せていないという事になる。

特に受診率が低い視力を中心

に、継続的な声掛けの必要が

ある。 



様式第３号 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

・給食喫食率 40％以

上。 

給 食 喫 食 率 は

30.9％。 
Ｃ 

 目標を 10％も下回る結果と

なった。給食の在り方を見直

していくとともに、生徒のニ

ーズに合った給食を提供でき

るよう考えていきたい。 

・部活動の県大会出場

又は発表会等の対外

行事に参加する生徒

25人以上。 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 14人 

・ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ  13人 

・陸上競技  ２人 

・生活体験発表２人 

   合計  31人 

Ａ 

 多くの生徒が積極的に部活

動に参加した。県大会への出

場を躊躇していた生徒も数名

見受けられたため、来年度は

挑戦することができるように

声掛けしてく。 

総務 

管理職 

家庭・職場・

地域・関係機

関との連携 

・ＰＴＡ定時制部会出

席者 20人以上。 

ＰＴＡ定時制部会出

席者は 25人。 
Ａ 

 下級生の保護者を中心に、

出席者が増加している。要望

や意見を吟味し、改善につな

げていく。また、情報交換の

みではなく進路についての内

容を盛り込むなどして、保護

者にとって有益な情報を得る

場となるように改善する必要

がある。 

・「保護者からの相談、

質問に教職員が適切

に対応する」保護者

80％以上。 

「あてはまる」と回

答 し た 保 護 者

95.6％。 

Ａ 

 ＰＴＡ定時制部会において

も情報共有の場を設け、丁寧

な対応を心掛けた。進路に関

する相談にも個に応じた対応

をすることで効果を上げ、信

頼関係を構築することに繋が

った。 

・「定時制通信（とも

しび通信）から学校の

様子がわかる」保護者

85％以上。 

「あてはまる」と回

答 し た 保 護 者

85.5％。 

Ｂ 

 ともしび通信が保護者の手

元に届いていないという現状

がある。現在は生徒を通して

紙媒体での配布であるが、Ｈ

Ｐ等のインターネットを活用

した手段も講ずるなど、工夫

が必要である。 

・「浜名高校に入学さ

せてよかったと思う」

保護者 85％以上。 

「あてはまる」と回

答 し た 保 護 者

100％。 

Ａ 

 本校入学までに様々な困難

を経験してした生徒たちが、

「入学してよかった」と感じ

ているため、保護者の満足度

も高くなっている。しかし保

護者の回答率は 69%である。

回答率を 100%に近づけること

で、多様な意見を拾い上げる

ことにつなげていきたい。 

・「ともしび通信」を

年間 10回発刊 

15回発刊（２学期末

まで） 
Ａ 

 生徒たちの学校での活動

を、写真を多く取り入れなが

ら作成し、生徒のコメントも

掲載するなど、内容の改善に

も努めた。必要に応じで、情
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

報伝達の場としても活用し

た。 

・地域ボランティアと

して周辺の清掃活動

を実施。 

周辺の清掃活動を３

学期のＨＲ活動にて

実施する予定。 

Ｂ 

 地域に貢献できる活動は今

後も継続していきたい。周辺

の清掃活動は寒くなってから

の時期ではなく、比較的暖か

い季節に実施することが望ま

しい。 

情報 

研修 

管理職 

チーム学校

の推進に向

けた業務の

改善とその

遂行 

・「生徒を職員全体で

サポートできた」教職

員、支援員アンケート

90％以上 

「あてはまる」と回

答 し た 教 職 員

92.8％。 

Ａ 

 多くの分野において相互に

連携を取りながら生徒支援を

進めることができたが、一部

の役割において生徒支援の負

担が偏った業務量となった。

少ない人数ではあるが、主担

当だけでなくフォローできる

よう分担する必要がある。 

・生徒支援に関する講

演や不祥事根絶のた

めの職員研修を年間

５回実施。 

「不祥事根絶グルー

プワーク」、「外国人

生徒の理解」、「ＳＳ

Ｗ理解と活用」、「ス

トレスマネジメン

ト」、「労働安全」、「特

別支援教育の視点か

ら」の６回実施を実

施した。 

Ａ 

 依然として多くの割合を占

める外国人生徒の理解のため

の研修や今年度から配置校と

なったＳＳＷによる研修は、

非常に多くの学びを得ること

ができた。 

また、精神面が不安定であ

ることが不祥事につながるこ

とのないよう、教員個々のケ

アに焦点を当てた研修も実施

した。体罰やセクシュアルハ

ラスメントも皆無であった。 

・教職員アンケート

「先輩・同僚からのア

ドバイスが期待でき

る」75％以上 

「あてはまる」と回

答 し た 教 職 員

87.5％。 

Ａ 

 学年や分掌からパソコンの

使い方に至るまで、分からな

い点は質問し、知識や経験の

ある教職員が丁寧に答えると

いう雰囲気が醸成されてい

る。ただし、ほとんどの教科

で教員が一人ずつしかおら

ず、教科指導に関してのアド

バイスは難しい。 

 


